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　　　　　　　　　　　　　　　　　7月26日、大地の芸術祭ワークショップが孟地小学校で開かれました。
　　　　　　　　　　　　鱒
　　　　　　　　　籔　　　騨　今回は陶芸家の塩澤宏信さんの指導によるもので、テーマは「私の翼。。孟

．　　　　．響　鱗　ウ　　　〆　地小学校の児童たちは、用意された粘士板に思いおもいの翼をかたどり、
　　　　陶云家の・
　　　塩讐難さ灘灘　　’　　　レリーフ（浮彫りにした壁掛け）を作っていました・この作品は9月2日

　　　　　　　欄　謝　　　　　から14日までふるさと会館で展示されます。
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　　市町村合併とは　　iわたしたちの町だから

っ膓甑睾1繰献知って・学んで・歓て…市町村合併

i薦簗欝謬墓噸・圓＝＝罰・　』国竜漣⑫
iご魏線を図ろつi（松代町、＋日町市、川西購献中里村、松之山町）

　
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨

年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
、
町

内
24
会
場
で
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
す
る
集
落
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
1
2
年
3
月
と
平
成
1
4
年
1

月
に
は
、
合
併
に
関
す
る
意
向

調
査
と
い
う
こ
と
で
2
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
結
果
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
で
に
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
に

て
お
知
ら
せ
済
み
で
す
が
、
集

落
懇
談
会
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
か
ら
も
、
合
併
す

る
な
ら
ば
十
日
町
圏
域
と
の
声

が
多
数
を
し
め
て
い
ま
し
た
。

十
日
町
圏
域
六
市
町
村

合
併
懇
談
会
を
設
立

　
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
向
を
ふ
ま
え
て
、
今
年
4

月
に
東
頸
城
郡
町
村
合
併
検
討

協
議
会
を
脱
退
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
4
月
に
十
日
町
圏

域
六
市
町
村
（
松
代
町
、
十
日

町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

里
村
、
松
之
山
町
）
の
市
町
村

長
で
構
成
す
る
「
十
日
町
広
域

圏
六
市
町
村
合
併
問
題
研
究
懇

談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
今
後
合

併
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
合
併
関
係
市
町
村

間
に
お
い
て
、
任
意
合
併
協
議

会
お
よ
び
法
定
合
併
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
合
併
ビ
ジ
ョ
ン
や

市
町
村
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
．
合
併
に

む
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
財
政
優
遇
措
置
な
ど
を
定
め

た
合
併
特
例
法
の
施
行
期
限
で

あ
る
平
成
1
7
年
3
月
末
を
ひ
か

え
、
現
在
の
十
目
町
圏
域
六
市

町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
合
併

問
題
を
探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年
齢
別
人
ロ
構
成
の

見
込
み

　
著
し
く
高
齢
化
が
す
す
む
現

代
で
、
福
祉
や
医
療
の
充
実
を

図
る
こ
と
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
社
会
を
築
く

た
め
に
大
切
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
充
実
す
る
た
め
の
財

政
的
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
や

高
齢
者
を
支
え
る
専
門
職
員
の

確
保
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
組
の
夫
婦
が
も
う

け
る
子
供
の
数
の
減
少
な
ど
に

よ
る
少
子
化
に
と
も
な
い
、
老

齢
人
口
を
支
え
る
若
年
齢
層
へ

の
経
済
的
な
負
担
の
増
加
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
の
増

加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
松
代
町
で
は
6
5
歳
以

上
の
人
口
割
合
が
3
7
％
で
す
が
、

平
成
2
2
年
に
は
4
3
％
程
度
に
な
る

と
見
込
ま
れ
、
そ
の
後
も
高
齢

化
率
は
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
．

　
左
の
表
は
、
合
併
に
よ
り
住

民
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
で

高
齢
化
率
が
緩
和
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

平成22年の年齢別人ロ構成割合の見込み
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普通交付税の交付額
（単位：億円）

区　　分 松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町 合　計

平成14年度 舞．導 46．5 20．9， 26．8 20．8 14．6 146．6

平成13年度 綿．5 49．4 22．0 27．9 21．1 15．5 154．4

増　　減　　比 △⑤．謝％ △5．8％ △5．3％ △3．9％ △3．4％ △5．6％ △5．1％

人ロー人当たり
交　　付　　額 顯万門 11万円 25万円 22万円 32万円 45万円 19万円

　普通交付税とは、所得税・法人税・酒税・消費税及びたばこ税の一部を財源に、国が県や市町村に交

付するものです。

　市町村に交付する額は、人口10万人を基準とする行政事務に必要な額（基準財政需要額）に対して各

市町村の税収などから基準財政収入額を算出し、基準財政需要額から基準財政収入額を差し引いた額を

交付するものです．すなわち、税収が多い市町村は交付税額がO（交付されない）、若しくは交付額が少

なくなります。

　また、小規模市町村については、人口区分に応じ行政事務に必要な額を加算算出（段階補正）して交

付金が算定されていましたが、本年度より段階補正の見直しを行い一定規模未満の補正を廃止する方向

で改正されました。これにより交付税に依存している当町では交付額が減少し、きびしい財政運営とな

ることが見込まれます．

鍵難　　　雛鞭　　　麗蹴　　　　　　　難　簗

議会
議員数（改正条例施行後） （単位：人）

区　　分 松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町 計

議　員　数 鱗 24 18 20 16 14 106

※地方自治法の改正による、平成15年1月から議員の法定数（抜粋）

人ロ2，000～5，000人未満の町村 14人
人口5，000～10，000人未満の町村 18人
人ロ10，000～20，000人未満の町村 22人
人ロ20，000人以上の町村　人ロ50，000人未満の市 26人
人ロ50，000～100，000人未満の市 30人

　十目町圏域6市町村が合併したとすると、30人以下となります。これにより人件費の節減効果が見込ま

れますが、反面住民の声が行政に反映しにくくなる可能性もあります．そのため、旧市町村の区域ごとに、

合併後の市町村長に対して意見を述べることができる「地域審議会」が設置できるようになっています。

難華韮
嚢

員　
数

職
員

一
職

市町村名 松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町 合　計

住民基本台帳人ロ
　（H13．4．1）

4，352人 43，703人 8，289人 12，564人 6，491人 3，168人 78，567人

一般行政職 66人 275人 102人 134人 78人 67人 722人

職員1人当たり
人　　　ロ

66人 159人 81人 94人 83人 47人 109人

教育委員会等 導2人 84人 22人 22人 15人 11人 166人

水道・下水道・
　　病院等

胴人 53人 20人 117人 14人 25人 240人

　市町村合併により、行政事務が効率的になることで、十目町圏域6市町村で200人程度の抑制が見込ま

れるとともに、職員をより住民に密着したサービスの提供を行う部門に充てることができます．

蒙．欄難灘灘懸．、撚羅羅難簾灘難繍難灘難　　撒羅鱗線灘議難
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「
お
よ
そ
地
震
の
震
源
地
な
ど

と
い
う
の
は
他
の
地
域
が
多
い

も
の
だ
と
い
う
先
入
観
が
私
共

に
は
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が

「
ま
さ
か
の
ま
さ
か
」
が
当
地
域

の
逆
巻
だ
っ
た
と
は
い
ま
だ
に

思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」

（
十
日
町
地
域
消
防
本
部
「
大
揺

れ
の
恐
怖
」
よ
り
）

　
平
成
4
年
1
2
月
2
7
日
午
前
1
1

時
3
0
分
頃
、
津
南
町
上
郷
逆
巻

地
区
を
襲
っ
た
直
下
型
地
震
（
震

度
5
）
で
の
体
験
者
の
記
録
で

す
．　

天
井
の
は
く
落
．
鉄
骨
の
湾

曲
．
公
共
施
設
や
民
家
な
ど
建

物
だ
け
で
も
1
4
0
戸
に
被
害

を
お
よ
ぼ
し
た
こ
の
よ
う
な
惨

事
は
、
私
た
ち
の
地
域
で
も
発

生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

懸朧罐辮艶

すばやい消火

火の始末

グラッときたら

　身の安全

⊂｝8

　
大
正
1
2
年
9
月
1
日
関
東
南

部
を
襲
っ
た
関
東
大
地
震
を
機

に
設
け
ら
れ
て
い
る
防
災
の
日
。

襲
い
く
る
自
然
の
猛
威
を
人
が

未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た

際
に
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す
．

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
防
災
へ

の
心
が
け
．
防
災
は
、
自
分
と

家
族
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に

か
か
わ
る
基
本
的
な
問
題
で
す
．

地
罠
癒
灘
懸
綴

身
を
憲
癒
講
擁
条

確かめてわが家の安全

　近所の安否
室内のガラスの

破片に気を付けて

闘鵜緊

落下物あわてて

外に飛び出すな

〆

窓や戸を開けて

出ロを確保

正しい情報

確かな行動

協力し合って

救出・救護
　門や塀
川辺りに近づくな

避難の前に安全確認

　電気・ガス

（イラストは、東京消防庁ホームページより）

1霊1昌．眉竃田　　救急救助や消火活動は、1分1秒の時間との勝負です。誤った情報は、救急車

　　　　　　　や消防車の現場への到着の遅れを招き、被害の拡大や人名救助の妨げになります。

119番のかけ方
　119番へ電話するときは、あわてず、落ち着いて、次のことを正しく伝えてください．

①火災・救急の別　「火事」又は「救急」をはっきり伝える

②場所をくわしく正確に　建物の名前、近くの目印、世帯主名を伝える

③火災や事故等の状況　火災・事故等の状況を詳細に正確に伝える

④通報者の名前・電話番号を伝える
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農業・農村の
振興に向けて

新農業委員紹介

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
農
業

委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
け
が

7
月
2
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
そ
の
結
果
、
立
候
補
者
は
委

員
定
数
と
同
数
で
、
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は

選
挙
に
よ
る
委
員
1
0
人
と
町
議

会
選
任
2
人
、
十
日
町
農
協
選

任
1
人
の
計
1
3
人
で
構
成
さ
れ

ま
す
．

農業委員会の主な役割

（1）農地行政の適正な執行

　農地の売買、貸借、転用等について、農業者を代

表する機関として農地法に基づき公正に審査します．

（2）地域農業の構造改革を推進

　農業の担い手の確保・育成に向けた「認定農業者

への支援」と農地の有効利用に向けた「農地の貸借

の促進」「農村の活性化」の対策を通じて活力ある地

域づくりに取り組みます。

（3）地域の世話役活動と農業者の公的代表

　農業委員一人ひとりが集落できめ細かな世話役活

動を行い、農業者・集落の声を行政へ反映するため、

農業委員会として建議等を行います．

なさん

【
敬
称
略
　
1
号
委
員
よ
り
順

に
紹
介
、
氏
名
・
（
　
）
は
年
齢
・

地
区
・
〔
　
〕
は
選
任
別
】

轟
霧
篤
、
、
峯
～
　
　
v

山本耕一㈲
犬伏〔議会〕

　　会長

小堺貞男㈹
松代〔農協〕

会長職務代理

佐藤栄治（6①

室野〔選挙〕

佐藤堅一㈹
滝沢〔選挙〕

若井信夫（61）

蓬平〔選挙〕

関谷正行（5㊧

松代〔議会〕

瀦
馨
藤
　

仲村忠久（62）

儀明〔選挙〕

村山繁一（59）

室野〔選挙〕

牧田信二（51）

峠〔選挙〕

山岸正康（58）

東山〔選挙〕

齋藤良平㈱
田野倉〔選挙〕

山岸重昭（6萄

蒲生〔選挙〕

富澤達司㈹
太平〔選挙〕

淋農地を守る”農地流動化の推進に向けて

　
米
穀
の
余
剰
在
庫
に
と
も
な

う
生
産
調
整
が
強
化
さ
れ
る
一

方
で
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
耕
作
放
棄
面
積
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
代
町
に

お
い
て
も
現
在
約
1
8
0
㎏
の

耕
作
放
棄
地
が
あ
り
、
農
地
全

体
の
約
2
0
％
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
過
疎
化
お
よ
び

高
齢
化
に
よ
る
農
家
人
口
の
減

少
に
よ
る
こ
と
の
ほ
か
、
農
地

を
「
営
農
意
欲
の
あ
る
農
家
に

任
せ
る
」
い
わ
ゆ
る
農
地
の
流

動
化
・
集
積
化
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
も
原
因
で
す
。

　
松
代
町
の
産
業
を
支
え
て
き

た
農
業
．
生
命
を
育
む
食
を
作

り
出
す
農
地
。
美
し
く
か
け
が

え
の
な
い
風
景
。
こ
れ
ら
を
守

り
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
農
業
の
担
い
手
へ

の
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、

町
の
限
ら
れ
た
農
地
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
．

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

流
動
化
に
向
け
て
、
貸
し
手
と

借
り
手
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
．問

い
合
わ
せ
は
、
松
代
町
農
業

委
員
会
事
務
局
皿
7
－
2
2
2

0
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り
ょ
す

随
ま

び
い

へ
て

℃
し

ム
集

チ
募

一
を

↓
報

ポ
情

鮒
の

術
町

億
代

地
松

大

　現在、まつだ騨駅南側に建設中の「雪国農耕

文化村センター（仮称㌔（文整械センター）に

は、松代の風士・文化・くらしを嶽亮る．電子百

科事典嚢デジ舞簿アーカイブ）懇設置嘆ます。

　今後．5蕪から10年かけて松代瞳の錆報を集

積痩る許画です．資料は、写真・映像・文書・音

としで集めていきます．現在、こへび隊が麟心

となって制作準備活動を行っています潜、松代

町のみ羅謎んからの情報が必要です．こへび

隊は特に次のよ勤な情報を求めでいまず。

○農業につい鞭ゴー巖慢の棚麟匙里灘

○食につ憾て一郷証料理ど菓子、松識で採れ

　　　る食材、町の美廉彰いもの情報、食に

　　　関する町の落人など。

○農村と集落について…集落に語り継がれた

　　お謡．集落の小さ撰お祭憩．集落でが

　　　んばって取り組んでいること．

○昔の学校一昔の学校の思騨出㊧齢々（例え

　　　ば、両親の顔を描いた図画、教科書や

　　　ノー籍や文房雲・鐵材など灘

○校歌縫懐熱しい校緻誉録音する謙画です。）

★電子百科事典およびワークショツプの活動

についてのお闇い合わ竜や楕報提僕陰、松代

町役場企画振興課まで

第盈回雲地の芸術祭

開

ま署、あと1年響

平成15年7月20日～9月7臼諜で

　
『
ア
ー
ト
を
き
っ
か
け
に
し
た

町
づ
く
り
』
が
、
大
地
の
芸
術

祭
の
方
法
で
す
．

　
で
は
、
ど
う
し
て
ア
ー
ト
を

用
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ー

ト
に
は
3
つ
の
は
た
ら
き
が
あ

り
ま
す
．

　
①
場
の
発
見
．
日
常
で
は
見

過
ご
さ
れ
が
ち
な
場
が
、
魅
力

的
な
場
の
カ
を
持
ち
ま
す
．

　
②
発
信
力
．
ア
ー
ト
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
で
、
ア
ー
ト
の
発

信
力
に
の
っ
て
松
代
が
日
本
全

国
や
世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
き

ま
す
．

　
③
人
と
人
と
の
出
会
い
の
機

会
づ
く
り
．
例
え
ば
、
作
品
の

準
備
作
業
を
地
元
の
人
々
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
創
り
あ
げ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
作
品
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ア
ー
ト
の
魅
力
は
写

真
や
テ
レ
ビ
で
は
伝
わ
り
き
れ

ま
せ
ん
。
観
客
は
場
の
雰
囲
気

も
感
じ
取
ろ
う
と
、
作
品
の
あ

る
場
所
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
ア
ー
ト
の
役
割

は
、
目
本
全
国
、
世
界
中
か
ら

大
勢
の
人
々
が
妻
有
へ
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
き
つ

か
け
と
な
る
こ
と
で
す
。

現在、松代町で活躍中のこへび隊

メンバーを紹介します。（写真左

から）

福崎　礼奈　（ふくざき　れな）

　文化村センターの「グッズショッ

プチーム」で活動をしています．

大学で美術教育を専攻しています．

前回の大地の芸術祭では、妻有の

いろいろな場所でアート作品の管

理をしました．新潟市出身なので、

同県で開催されるこの国際的な芸

術祭に興味を持っています。

水野　真弓（みずの　まゆみ）

　版画家の美術館で働いています。

前回の大地の芸術祭では地元の人

に大変お世話になりました．現在

も、文化村センターで「カフェレ

ストランチーム」に参加して構想

づくりをしています。

板野　康治（いたの　やすはる）

　大学院で都市計画を研究してい

ます．前回の大地の芸術祭に参加

した知人の紹介で活動に参加しま

した．私たちと一緒に新しい地域

づくりを切り拓いていきましょう。

町本知亜希（まちもと　ちあき）

　建築を勉強しています．現在、

各地区で開催されている「ワーク

ショップ」で活動しています。み

なさんとワークショップを通して、

楽しく交流したいと思っています。

馬目恵津子（まのめ　えつこ）

　現在印刷会社でアルバイトをし

ながら、こへび隊の活動に参加し

ています。会社でもこへび隊でも

まだまだ新米ですが、できるかぎ

り松代へ行って活動したいです。

電子百科事典（デジタルアーカイ

ブ）制作チームでかんばります。
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第2回大地の芸術祭に向けて
　彫刻家村木　薫さん（新潟市在住）
“土壁再生プロジェクト”

タイトル㎎盤霞瀕曜翻睡誰翻贋翻麗翻置蜀蝿麗よ罷1鰍

村木さんが松代町で作品を手

掛けるのは、今回が三作目とな

ります．おととしの大地の芸術

祭において、商店街の活性化に

寄与すればと、町民のみなさん

と協働で土壁づくりを行い、訪

れた多くの人たちから好評を博

しました。

彫刻家の村木さんが土壁に興

味を持ったのは「学生時代に朽

ちかけた土蔵の典雅な土壁に憂

愁を感じたので」と忘れ得ぬ思い

入れがあったからだといいます。

　「街に残るものだから、自分が

引かれた素材で表現したい」と

今回は、街を吹き抜ける『風』

をイメージして作品を仕上げま
した。

今年5月から壁の下地を竹と

葦で編み、荒壁、中塗り、仕上

げ塗りと四つの工程を魚沼テク

ノスクール（堀之内町）の学生

たちと共にニカ月間に渡って作

品を創りあげました。

　この作品は、松代中町の富澤

邸（旧きくもとさん）でご覧い

ただけます。

作品創りに協力した魚沼テクノスクールの

生徒さんおよび家主の富沢さんたちと共に

（前列左二番目が村木さん）

　　　　　　、。舞◎麗羅簾る
　　鍵繋縷　一一
罐購縣騒聾、．7＝』モナイト客

掘り出世

　
7
月
1
8
日
、
早
稲
田
大
学
の

校
外
施
設
で
あ
る
旧
蒲
生
小
学

校
に
お
い
て
、
松
代
町
科
学
実

験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ

の
日
、
松
代
町
の
小
学
校
5
・

6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
早

稲
田
大
学
教
育
学
部
の
講
師
や

学
生
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
．

　
実
験
は
、
泥
岩
に
埋
も
れ
た

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
を
金
づ

ち
と
タ
ガ
ネ
で
根
気
よ
く
掘
り

出
す
作
業
で
、
児
童
た
ち
は
化

石
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
慎

重
に
岩
を
削
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
は
日

本
の
各
地
の
白
亜
紀
（
今
か
ら

1
億
年
く
ら
い
前
の
頃
）
の
地

層
か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
生

命
の
記
録
で
あ
る
化
石
を
調
べ

る
こ
と
で
地
球
の
歴
史
を
探
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

麟』』

7



　
7
月
6
日
・
7
日
の
二
日
間
、

松
代
町
緑
の
少
年
団
1
2
人
に
よ

る
東
京
都
世
田
谷
区
で
の
植
樹

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
緑
を
と
お
し
た
交
流
を
」
と

松
代
町
と
交
流
を
重
ね
て
い
る

世
田
谷
区
で
の
こ
の
活
動
も
今

年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
初
、
環
境
の
ち
が
い
に
ブ

ナ
の
成
長
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
少
し
づ
つ
根
を
張
り

な
が
ら
「
都
会
の
環
境
に
役
立

て
ば
」
と
参
加
し
た
団
員
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
て
、

地
元
の
千
歳
小
学
校
の
児
童
と

共
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
団
員
た
ち
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

「都会に緑を潤該”

がんばれ松繍の幕

緑の少奪団1

富沢岳さん
　ぼくは、木を植えるのは初めて

だったけど、しっかりと植えるこ

とができてよかったです．枯れな

いで大きくなってほしいなあと思

いました。

五十嵐さくらさん

　ブナを植えたとき「ちやんとりっ

ぱなブナになれよ」という気持ち

で植えました。植樹祭が終わった

あと、とて’もいい気分になりまし

た．大きくなったら、また見にき

たいです。

高橋　勇貴さん

　木の先生からブナの植え方や特

徴を教えてもらってから植え始め

ました．まず穴があってその中に

ブナとクロモジを立たせ根の周り

に土をかけてふみ固めました。二

本やったのが精一杯でした。

小堺　翔太さん

　ブナの話を聞いて、初めて知っ

たことは、ブナは「寒いところが

好き」「植えて15年を過ぎると急に

成長が早くなる」ということなど

です．これから世田谷にも森が増

えてほしいです。そして、これか

らも森を守っていきたいです．

小野島彬子さん

　東京は緑が少ないので、ここに

松代の木を植えて緑豊かな所になっ

てほしいと思い、大切に植えまし

た。去年植えた木もあり、この公

園にちょっとでも緑が多くなると

いいです。

室岡優紀雄さん

　木を植えて、土を固めておまじ

ないをかけました。「早く元気に育っ

ていってくれ」と念じました。こ

れからは緑を一生守りたいです。

市川　正恵さん

　ブナは氷河期の頃、東京や九州

の所まで広がったそうです。でも

氷河期が終わると暖かくなり、寒

い所の新潟などの北の方へ行きま

した．ブナは、実が多くなる年と

ならない年があるそうです。どれ

も、初めて知ったことでした．

高橋大さん
　ブナは、実をいっぱい実らせる

年と少ししか実らせない年がある

そうです．なぜかというと、実が

少ししかならなかったら、実を食

べるリスやネズミが増えず、さら

にリスやネズミが少ないのに大量

の実がなると、リスたちは余った

実を埋めてそこからブナの芽が出

るというのです。ブナは頭がいい

なと思いました。

若井　干恵さん

　去年ブナを百本植えた所には、

12本くらいしか残っていないそう

です。ブナは暑いところが苦手で、

東京のあたりにはあまりないそう

です．一日だけでもいろいろな体

験ができたし、千歳小学校とも慣

れてきてよかったです。

若井　晃さん

　植樹のあと、千歳小学校にもどっ

て焼物を作りました。茶わんや皿

などにワインのビンのかけらを入

れました。でき上がるととてもい

い色になるということです。ぶじ

にでき上がってほしいなあと思い

ました。

鈴木拓さん
　ブナ植えをするときに、土をか

ぶせてそれから土をかたくするた

めに足でふみました。ただふむだ

けなのに緊張してしまうというこ

とを松代の人たちに教えてあげた

いと思います。ぼくは、これから

松代でもブナを植えてみたいです。

武田　亜也さん

　世田谷区の千歳小学校の人はい

い人ばかりでしたが、なかなか話

しかけられませんでした。でも、

植樹をいっしょに体験できたので

よかったです。東京は、木があま

りないと思ったけど世田谷はたく

さん木があるんだなあと思いまし

た。とてもうれしかったです。
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叢
璽
濾
響
蟄
篭

㊥
雛
轡
曇
羅
惣
辱

　
『
高
齢
者
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
』
は
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
と
仲
間
づ
く
り
を
支
援
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
現
在
、
松
代
下
島
地

区
に
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
施
設
が
親
し

み
を
も
っ
て
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま

す
．
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

臥

≡≡

『
…

　　 ≡

ヨ

　　皿　一　』　　　　　

一

　　 …－

＿≡『隠 ……蚤
『≡≒ ＿≡

一 彊≡i≡…　　　　　＿

　　　　　　冒　『、一差 一

　　一＝　』

一
ユ

一　　　　　　　　　　　　　＿≡一一『

　　　　置　　一

【
応
募
方
法
】

　
『
施
設
の
愛
称
』
お
よ
び
応
募

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
性
別
を
記
入
の
う
え
、

官
製
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
め
切
り
】

9
月
3
0
日
（
月
）

＊
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方

　
に
は
芝
峠
温
泉
入
浴
券
を
、
ま

　
た
応
募
者
全
員
に
粗
品
を
進
呈

　
し
ま
す
．

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
代
町
役
場
住
民
課
社
会
福
祉

係　
　
　
E
　
7
1
2
2
2
0

　
　

　
　

　
肌
7
－
2
3
0
0

1階二室内ゲートボール場、

　　管理室、談話室、休憩

　　室、トイレなど

2階＝多目的室（2室）、調理

　　室、トイレなど

一一『一一“一・一一・Ill一一一・1｝1睡一Ill一一一“一一曲一一一・一一1『”一一一一一一一｝ll卜一・・1”一一一一・一くスポーツ）一

縫
ー
麟
蘇
ー
獺

◆
東
京
松
代
会
会
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
7
月
n

日
／
松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

優
勝
　
犬
伏
A
チ
ー
ム

2
位
　
蒲
生
A
チ
ー
ム

3
位
　
松
代
C
チ
ー
ム

◆
J
A
十
日
町
し
ぶ
み
地
区
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
7
月
1
8
目
／

松
之
山
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

優
勝
　
会
沢
チ
ー
ム

3
位
　
蒲
生
B
チ
ー
ム

4
位
　
田
野
倉
チ
ー
ム

施設の主な用途

鐸
撫
ー
ゴ
鞭
灘

◆
春
季
町
長
杯
争
奪
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
（
7
月
6
日
／
芝
峠

温
泉
）

優
勝
　
樋
口
芳
男
さ
ん

2
位
　
小
野
島
良
作
さ
ん

3
位
　
植
木
直
栄
さ
ん

，
－
譲
心

蟻
縛
箋
灘
灘
撫

◆
第
2
2
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
総
合
体
育
大
会
上
越
地
区

予
選
会
（
7
月
7
日
／
総
合
体
育

館
）●

小
学
生
女
子
団
体
戦

1
位
　
ま
つ
だ
い
Y
J
（
武
田

千
尋
さ
ん
、
小
嶋
華
奈
子
さ
ん
、

柳
瑞
穂
さ
ん
、
関
谷
水
希
さ
ん
、

中
村
江
美
香
さ
ん
）

●
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
　
高
野
竜
人
さ
ん

2
位
　
関
谷
勝
太
さ
ん

●
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
位
　
市
川
麻
美
さ
ん

◆
第
2
1
回
長
岡
地
区
社
会
人
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
戦
1
5
部
（
優

勝
決
定
戦
7
月
1
4
日
／
小
千
谷

市
総
合
体
育
館
）

1
位
　
ま
つ
だ
い
Y
C

響
駆
繕
郷
雛
韮
灘
繋
獺

◆
第
1
9
回
町
内
レ
デ
ィ
ー
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
7

月
1
4
日
／
総
合
体
育
館
）

1
位
　
き
み
た
ち
み
ん
な
“
マ

ン
ゴ
”
だ
ね

2
位
　
ミ
ッ
ク
ス
パ
ワ
ー
ズ

3
位
　
ビ
ア
と
も

i蟹麟翻轟　・対象者　小学生から大人（小学3年以下の児童は保護者同伴）

鰻灘・鍵簿問い合わせ及び申込先　松代町走ろう会事務局　山岸（TEL7－2931）
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ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て

　
東
京
下
山
会
創
立
5
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
を
期
に
故
郷
下
山
を
訪
れ
て
は
．

と
役
員
会
で
企
画
さ
れ
た
の
が
昨
年
の

2
月
で
し
た
．
以
後
、
参
加
者
の
把
握

そ
の
他
の
準
備
に
追
わ
れ
な
が
ら
3
月

n
日
の
冬
の
陣
に
合
わ
せ
初
代
会
長
と

私
で
村
の
区
長
さ
ん
ほ
か
有
志
の
方
々

に
お
願
い
に
上
が
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
行
事
で
も
あ
り
何
か
と
戸
惑
い
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
に
私
た
ち
の
願
い
を
温
か

く
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
訪
問
の
日
程
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
出

発
前
夜
は
眠
れ
ず
朝
も
四
時
前
に
起
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
6
月
1
日
上
野
駅
公
園
口
に
、
早
い

人
は
6
時
前
に
姿
を
見
せ
て
、
一
人
も

遅
刻
せ
ず
6
時
3
0
分
に
は
全
員
（
22
名
）

が
揃
い
、
会
長
の
宮
沢
欣
二
さ
ん
の
挨

拶
で
定
刻
よ
り
30
分
も
早
く
出
発
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
気
は
快
晴
．
私
た
ち
を
乗
せ
た
中

型
サ
ロ
ン
バ
ス
は
、
首
都
高
か
ら
関
越

道
と
故
郷
め
ざ
し
て
ま
っ
し
ぐ
ら
．
予

定
よ
り
一
時
間
も
早
い
到
着
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
村
の
入
り
口
に
は
大
勢
の
皆

さ
ん
が
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ず

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
．
新
緑
の
山
々

に
こ
だ
ま
す
る
カ
ッ
コ
ウ
と
ホ
ト
ト
ギ

ス
も
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
、
身
も
心

も
洗
わ
れ
る
思
い
で
し
た
．
先
祖
の
眠

る
墓
地
に
一
人
ひ
と
り
が
線
香
と
花
を

添
え
て
「
会
い
に
き
ま
し
た
」
と
お
参

り
を
済
ま
せ
、
公
民
館
に
到
着
。
嬉
し

さ
と
懐
か
し
さ
で
手
を
取
り
合
い
肩
を

抱
い
て
喜
び
合
う
姿
な
ど
、
村
を
離
れ

た
人
と
村
の
方
々
の
交
わ
り
は
、
な
か

な
か
実
現
で
き
な
い
事
で
す
。
午
後
1

時
か
ら
懇
親
会
が
始
ま
り
村
中
総
出
で

私
た
ち
の
た
め
に
特
に
、
お
母
さ
ん
た

ち
の
心
配
り
の
手
料
理
は
最
高
。
懐
か

し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
お

酒
で
カ
ラ
オ
ケ
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
抜
き

ゲ
ー
ム
、
最
後
に
下
山
伝
統
の
盆
踊
り

と
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
夕
暮
れ
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
全
員
が

各
家
庭
に
分
宿
し
て
夜
更
け
ま
で
語
り

合
っ
た
温
情
の
ふ
る
さ
と
は
生
涯
忘
れ

ま
せ
ん
．

宮

沢
　
宇
　
吉

　
船
橋
市
在
住

　
　
　
（
下
山
・
大
森
屋
）

　
翌
2
日
朝
、
村
中
の
皆
様
の
見
送
り

を
頂
い
て
9
時
出
発
。
昨
秋
建
立
の
ほ

く
ほ
く
観
音
を
お
参
り
し
、
松
之
山
の

温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
午
後
1
時
出
発
。

道
中
も
順
調
で
5
時
に
上
野
着
、
無
事

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
た
び
の
行
事
を
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

に
収
め
永
久
保
存
す
る
た
め
、
撮
影
専
門

の
方
を
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
後
で
観
賞
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

東京だより

役
員
交
替
の
お
知
ら
せ

・
松
代
地
区
副
会
長
笠
原
溝

　
　
　
　
　
　
　
（
前
任
　
故
鈴
木
重
雄
》

・
松
代
地
区
副
会
長
代
行
　
擢
由
徳
重

　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
任
　
笠
原
　
溝
）

ゴ
ル
フ
の
会
か
ら
の
お
知
ら
慧

　
今
年
も
前
年
と
岡
様
、
ゴ
ル
フ
の
会
を
響

月
1
日
㈲
、
2
臼
㈱
の
二
臼
闘
各
1
R
を
、

白
河
高
原
㏄
で
開
催
し
ま
す
。
（
初
参
畑
の

方
歓
迎
）

　
下
界
の
厳
し
い
残
暑
を
よ
そ
に
、
那
須
連

山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
、
高
原
の
風
の
心
地
よ

さ
を
味
わ
い
な
が
ら
ゴ
ル
フ
を
翼
じ
て
み
ま

せ
ん
か
．

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
間
い
合
わ
せ
先
　
幹
事
　
鈴
木
彦
平

　
蹴
0
4
9
…
2
4
3
1
0
9
8
1

会
員
募
集
の
お
願
い
1

　
会
員
の
皆
様
、
東
京
松
代
会
の
会
員
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

　
お
友
達
、
兄
弟
姉
妹
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
等
々
、

東
京
松
代
会
ま
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
く

介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
用

紹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ご

員
　
　
　
　
　
　
の
鳳

槍
　
　
　
　
　
　
　
フ
の

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
す

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま

松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
・

京
　
　
　
　
　
　
　
　
用
あ
い

東
　
　
　
　
　
　
　
　
集
て
さ

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
し
だ

地区 代表者名 電　話

松　代 笠原　清 03－3692－3564

峰　方 萬羽三蔵 03－3900－8547

伊　沢 山岸弘政 045－934－9584

山　平 井上正美 044－877－9611

奴奈川 石野　士 048－832－7288
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松
代
の
自
然

ツ
チ
ア
ケ
ビ

　
7
月
4
日
の
夜
の
こ
と
、
東
山
の
山

岸
益
夫
さ
ん
か
ら
お
電
話
で
「
ツ
チ
ア

ケ
ビ
の
花
が
咲
い
た
」
と
い
う
情
報
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
も

し
も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ご
一
報

を
と
お
願
い
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
翌

日
の
5
日
は
午
前
中
総
合
健
診
で
し
た

の
で
、
午
後
か
ら
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

　
『
ゆ
き
ふ
た
』
家
を
訪
れ
て
み
る
と
、

山
岸
さ
ん
が
待
ち
構
え
て
お
ら
れ
、
早

速
近
く
の
畑
の
そ
ば
に
案
内
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
る
わ
あ
る

わ
、
1
7
本
に
も
お
よ
ぶ
も
の
が
花
ざ
か

り
で
林
立
し
て
い
る
と
い
う
壮
観
さ
。

早
速
カ
メ
ラ
に
収
め
さ
せ
て
頂
く
。

　
こ
の
ツ
チ
ァ
ケ
ビ
と
い
う
植
物
は
無

葉
ラ
ン
の
一
種
で
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
も
の
に
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
と

か
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
し
て
、

キ
ノ
コ
の
菌
糸
と
の
相
関
関
係
で
共
生

し
て
お
り
、
養
分
を
そ
ち
ら
か
ら
貰
う

の
で
、
同
化
作
用
で
葉
緑
素
を
作
る
必

要
が
な
く
な
り
、
葉
が
退
化
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
変
わ
り
者
た
ち
で
す
。

　
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
ノ
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
と
い

う
別
名
も
あ
る
と
お
り
、
錫
杖
の
飾
り

に
似
た
花
が
ぎ
っ
し
り
と
淡
い
褐
色
で

咲
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
秋
に
な
る

と
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
そ
っ
く
り

の
実
が
熟
し
ま
す
．
そ
の
形
か
ら
ツ
チ

ア
ケ
ビ
と
い
う
の
で
す
。

　
義
姉
の
話
で
す
と
、
昔
の
人
は
チ
チ

ア
カ
イ
ブ
と
呼
び
、
虹
が
か
か
っ
た
根

元
に
こ
の
草
が
生
え
る
、
と
い
う
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
も
の
で
し
た
。

　
山
岸
さ
ん
に
は
、
秋
の
熟
し
た
頃
に

も
是
非
ま
た
お
知
ら
せ
を
と
願
っ
て
退

出
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
ヤ
マ
サ
ン
ゴ
と

も
呼
ば
れ
る
こ
の
植
物
は
強
精
に
効
く

と
か
い
わ
れ
ま
す
が
、
専
門
家
は
疑
問

視
し
て
い
ま
す
．

　
私
は
若
い
頃
に
千
年
の
林
の
中
で
花

を
見
た
だ
け
で
、
実
に
な
っ
た
も
の
を

『
ふ
だ
ぎ
』
家
の
高
橋
モ
ミ
婆
ち
ゃ
ん
か

ら
貰
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
し
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
以
来
の
出
会
い
で
す
か
ら
、
懐
か

し
く
も
珍
し
い
場
面
に
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
．
　
（
文
と
写
真
⊥
局
橋
八
十
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
き

　
　
　
　
　
　
、
　
．
．
　
豫
靱
覗
…
蕪
鰍
簸

　
　
　
　
豪
肖
緊
塁
縦
、
　
　
罎
羅
鰺
避

　
　
ン
熟♂　　、

　罵馬鱒棄　　　　護騨

　、、嘱嚢…糀…、『　郊苫鷺　　章

地
載
医
療
の
発
葵
雀
目
詣
繊
て

松
代
磁
国
民
健
康
保
険

診
療
所
蔭
室
瞬
診
療
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
再
開

　
高
齢
化
を
む
か
え
、
健
康
不
安
を
抱

え
る
高
齢
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
現
在
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
行
政
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

8
月
よ
り
新
た
に
川
西
町
の
医
療
法
人

社
団
　
富
田
医
院
院
長
の
富
田
浩
先
生

に
委
託
し
、
3
月
か
ら
休
診
し
て
い
ま

し
た
「
室
野
診
療
所
」
で
の
診
療
を
再

開
し
ま
し
た
．
診
療
目
お
よ
び
診
療
科

目
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　　灘

騨

室
野
診
療
所
で
診
察
す
る
富
田
医
師

’甑，

髄靭廠脚轟～、

診療のご案内

診療日：毎週火・木・土曜日（祝祭日を除く）

診療時間：午後2時～午後4時

診療科目：内科、外科、胃腸科、皮膚科

問い合わせは、

室野診療所（TEL8－2101）もしくは松代町役

場住民課国保介護保険係（TEL7－2220）
まで

77



一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一できごと一

圏
醒
。
「
蒙
驚
繍
調
劃
輔
瀬

…
…
…
●
…
●
…
…
●
●
…
…
●
…
…
…
…
．
●
…
…
…
…
…
…
●
…
…
…
：
…
…
…
・
乞

紬

團
瞬
璽
謹
■

●
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

撚
　
　
㎜

　
・
γ
猛
驚
羅
競

麟
帰
，
照

難灘

　　懸　　　　1．
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螂　　　　　　　　　嶺
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　　　　　漬
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●
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無
鯉
鯛
■
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測

大会結果

優勝＝奴奈川チーム

2位：松代Bチーム

3位＝山平チーム

4位＝松代Aチーム

（蒼攣な563人）

　　　：
　　　こ　　　　・纏鞄i

　　　8●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●o●●●o●●●●●●●●●●●”●　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●9●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●

　年金はあなたの保険料で
　　ささえら；れています

　　　　納付期間と保険料

国民年金保険料は、20歳～60歳までの40

年間納めることになっています。

◆定額保険料（平成14年4月から）

　　1カ月　13，300円
◆付加保険料（希望する人だけ納付）

　　1カ月　　　400円

　　　　保険料の納め方

国（社会保険庁）から送付された納付書

により、銀行、郵便局、農協、信用金庫、

労働金庫などの窓口で納める方法と口座振

替の方法があります．

国民年金保険料のお支払いは、

納め忘；れのない口座振替で1

　口座振替なら一度手続きするだけで、あ

なたの指定口座から自動的に引き落とされ、

納め忘れもありません。

　　　あなたの預貯金口座のある銀行、

申込み　郵便局などで「口座振替納付（変

手続きは　更）申出書」に必要事項を記入

　　　　してお申し込みください。
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「
健
康
ま
9
だ
い
ヲ
翻
ミ
”
ー
プ
ラ
ジ
”
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
駐
夏
民
る
食
推
さ
発

　
食
推
（
し
ょ
く
す
い
）
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
私
た
ち
は
、

代
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
」
が
正
式
な
名
称
で
す
。

「
健
康
ま
つ
だ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
2
1
」
と
は

　
人
口
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
疾
病
の
治
療
や
介
護
に
係

る
社
会
的
負
担
が
過
大
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
従
来
の
疾
病
対
策

の
中
心
で
あ
っ
た
健
診
に
よ
る

早
期
発
見
又
は
治
療
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
健
康
を
増
進
し
、

疾
病
の
発
病
を
予
防
す
る
二

次
予
防
」
に
一
層
の
重
点
を
置

い
た
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総合健診での食推展示コーナー

「
松

　
こ
れ
を
受
け
て
、
松
代
町
で

は
今
年
3
月
に
、
健
康
づ
く
り

計
画
と
し
て
「
健
康
ま
つ
だ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
2
1
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た

ち
が
自
分
の
健
康
や
家
族
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
家
族
全
員

の
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
ど
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
「
生
き
が
い
”
こ
こ
ろ

の
健
康
」
と
「
か
ら
だ
の
健
康
」

を
健
康
の
2
本
柱
に
、
食
生
活

や
運
動
習
慣
な
ど
の
課
題
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
て
推
進
す
る

も
の
で
す
．

生
活
習
慣
病
予
防
と
食
生
活

　
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い

る
が
ん
や
心
臓
病
・
糖
尿
病
な

ど
は
飽
食
化
し
て
い
る
現
代
社

会
で
急
激
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
健
康
は
、
な
に
げ
な
く
暮
ら

し
て
い
る
毎
目
の
生
活
習
慣
、
と

り
わ
け
食
習
慣
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
．

　
長
年
続
け
て
き
た
食
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

こ
と
で
す
．
し
か
し
、
症
状
が

出
て
か
ら
改
善
す
る
よ
り
は
、

予
防
を
す
る
ほ
う
が
よ
り
健
康

的
な
生
活
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
松
代
町
の
食
推
さ
ん
は
、
現

在
4
8
人
．
毎
年
各
地
区
に
お
い

て
減
塩
食
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
食
生
活
の
指
導
を

と
お
し
て
、
私
た
ち
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
た

ち
で
す
．

食習慣についての講習会

松代病院だより～インフォメーションof　the薬局～

＊
薬
の
包
装
が
変
わ
っ
た
1

　
最
近
も
ら
っ
た
薬
に
ミ
シ
ン

目
が
、
な
く
な
っ
て
不
便
に
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
実
は
こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
の

誤
飲
防
止
対
策
な
の
で
す
．
シ
ー

ト
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
お
薬
を

取
り
出
さ
ず
に
シ
ー
ト
の
ま
ま

飲
ん
で
し
ま
い
、
鋭
角
部
が
食

道
粘
膜
に
さ
さ
り
、
時
に
は
重

い
症
状
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
ミ
シ
ン
目
を

な
く
し
、
簡
単
に
切
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
誤
飲
を
防
止

し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　
シ
ー
ト
の
裏
に
は
取
り
出
し

図
も
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．
目
本
製
薬
工
業
協
会
、

各
メ
ー
カ
ー
の
患
者
さ
ん
の
立

場
に
な
っ
た
措
置
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
．

＊
シ
ー
ト
に
薬
の
名
前
が

　
ま
た
、
少
し
前
ま
で
病
院
か

ら
出
る
薬
に
は
、
謎
の
カ
タ
カ

ナ
名
が
シ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
し
た
。
最
近
に
な
っ

て
、
薬
の
カ
タ
カ
ナ
名
が
シ
ー

ト
に
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ど
な
た
で
も
薬
の
名
前
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
患
者

は
医
者
の
出
す
薬
を
黙
っ
て
飲

ん
で
い
れ
ば
い
い
」
と
い
う
の

は
、
一
昔
前
ま
で
の
こ
と
で
す
。

　
当
院
で
も
情
報
提
供
行
っ
て

い
ま
す
．
自
分
の
服
用
す
る
薬

で
す
の
で
、
服
用
方
法
、
注
意

事
項
は
も
ち
ろ
ん
、
薬
効
、
薬

品
名
は
、
知
っ
て
お
い
た
方
が

良
い
で
す
。

　
薬
の
事
で
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
薬
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
当
院
の
方

針
は
、
地
域
の
皆
様
の
た
め
の

病
院
で
あ
り
ま
す
．
薬
局
も
当

院
の
方
針
の
も
と
で
働
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
縷
　
　
お

　　薬局で薬を受繊取るときは

①薬局がら名前を呼ばれたら大きな返事驚

②薬の袋の名前をよ《確かめて

③用法・用量をよ《確かめて

④薬を常用している太は．いつもの薬と同

　か確かめて

分からないことは薬局またぱ看護節さんに

聞き《ださい。
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短
　
歌

お
の
ず
か
ら
眼
あ
る
ご
と
胡
瓜

蔓
伸
び
つ
つ
い
ず
れ
も
柴
枝
つ

か
む
　
　
　
　
本
山
祖
道

三
輪
車
の
油
切
れ
の
ご
と
き
音

の
し
て
モ
グ
ラ
お
ど
し
の
風
車

が
ま
わ
る
　
　
　
市
川
　
辰
雄

雨
音
に
目
覚
め
し
今
朝
の
霧
深

く
露
の
光
り
て
紫
陽
花
藍
き

　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

野
に
あ
れ
ば
可
憐
ま
し
ま
す
ね

じ
花
に
詫
び
て
一
鉢
持
ち
帰
り

た
り
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

星
影
の
う
る
め
る
夜
の
川
筋
の

闇
に
蛍
の
光
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

◆
ム
号
◆
・
一
邑
7
◆
・
・
一
一
一
7
◆
・
一
奪
．
◆
・
・
…
一
．
◆
‘
…
．
◆
・
畠
7
◆
三
＝
．
◆
・
・
巷
．
◆
‘
毒
．
◆
・
色
一
．
◆
‘
一
…
、
◆
・
一
毒
．
◆
‘
一
一
一
一
。
◆
・
一
書
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
一
甲
一
一
一
．
◆
‘
尋
．
◆
・
・
毒
．
◆
主
一
一
．
◆
・
三
冒
．
◆
・
一
毒
．
◆
議
一
7
◆
三
一
一
．
◆
ム
＝
．
◆
・
皇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

米の生産者の皆様へ

　「計画外流通米」の販売には

　　　届出が必要です。

　生産者が消費者や販売業者などに

直接米を販売する場合は、法律によ

り食糧事務所に予め届出が必要です

　この届出はお米の流通量や流通実

態を把握するため必要なものですの

で必ず届出してください。

　届出用紙は、食糧事務所のほか農

協・役場にもあります．

　
蒲
生
句
会

こ
の
里
に
老
ゆ
る
幸
せ
茄
子
を

も
ぐ
　
　
　
　
　
　
翔
山

物
忘
れ
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

頸
城
野
を
一
望
に
し
て
ず
み
の

花
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

阿
賀
野
川
蒼
き
流
れ
や
ね
む
の

花
　
　
　
　
　
　
　
月
　
目

風
格
を
そ
な
え
し
ジ
ャ
ン
ボ
南

瓜
か
な
　
　
　
　
　
鐡
堂

紫
陽
花
の
花
を
か
ぞ
え
て
古
稀

迎
う
　
　
　
　
　
　
耕
人

荒
ら
し
田
に
狸
棲
み
つ
き
草
茂

る
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

短
冊
を
狭
し
と
書
い
た
願
い
ご

と
　
　
　
　
　
　
　
山
路

足
裏
を
初
ひ
ぐ
ら
し
に
く
す
ぐ

ら
る
　
　
　
　
　
　
龍
峰

農　
　
　
　
　
　
室

　
　
　
　
　
　
分
1
2

　
　
　
　
　
　
町
2
2

　
　
　
　
先
日
5
5

　
　
　
　
せ
＋
6
6

　
　
　
　
わ
所
一
一

　
　
　
　
合
支
7
7

　
　
　
　
、
沼
5
5

　
　
　
　
黒
㌃

　
　
　
　
　
．
務
5
5

　
　
　
　
出
事

　
　
　
　
届
糧
2
2

　
　
　
　
　
　
食
o
o

　
　
　
　
　
　
潟
皿
聞

　
　
　
　
　
　
新

　
し
ぶ
み
俳
句
会

庭
石
に
ぬ
く
も
り
残
る
薄
暑
か

な
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

夕
焼
の
妙
高
山
を
見
て
発
車

　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

万
緑
を
し
ぼ
り
し
流
れ
ダ
ム
に

入
る
　
　
　
　
　
　
六
　
花

老
妻
の
伽
羅
蕗
の
鍋
焦
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

木
陰
な
る
清
水
い
－
っ
き
に
呑
み

に
け
り
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

鉄
線
花
軒
を
彩
ど
り
二
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

論
果
て
ず
逃
水
を
追
ふ
帰
り
道

　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

訪
ね
来
し
瀬
音
の
中
の
河
鹿
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　　　「田舎・雪国俳句Jを募集
東頸城を「俳句」で表現してください

・田舎、雪国をテーマとした俳句とします

・応募点数は1人2点以内
【応募資格】小学生（4～6年生）・中学生

　　　　　　一般（高校生を含む）
【応募期間】7月1目帽）～11月15日（金）

【審査発表】12月上旬、入賞者に通知

応募・問い合わせは（財）雪だるま財団内

東頸城広域まちづくり委員会TEL2－3988

東頸城郡美術展覧会が松代町で開催されます
【日　　時】10月12目出～14日帽）　9時～18時まで

【会　　場】松代町総合体育館

【作　　品】絵画、彫塑・工芸、書道、写真の4部門

　　　　　　出品数は1部門一人3点以内
【出品資格】東頸城郡内に住所登録または、勤務地を有する

　　　　　　高校生以上の人

【作品提出】10月3日㈲～4目（金》までに公民館へ

詳細は事務局　松代町公民館　TEL7－2301まで

日
圏
◆
團
回

　
　
（
7
月
1
日
～
7
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
騨

　
　
し
ゅ
う
か

西
潟
吏
有
香
瀦
・
弘
闘
・
理
香
購

　
　
　
　
　
　
（
福
島
ぷ
券
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
ず
薦
死
亡
）

齋
藤
　
辰
墓
ん
　
　
　
箔
歳

　
（
田
野
倉
・
さ
ん
ざ
い
も
ん
）

中
條
　
爲
榮
瀦
　
　
　
　
鴇
歳

　
　
　
（
竹
所
・
あ
ら
や
し
き
）

萬
羽
　
一
博
さ
ん
　
　
　
銘
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
マ
ン
バ
〉

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

室
岡
　
伸
宏
・
栄
美
子
謎

　
　
　
　
（
松
代
・
い
ん
き
ょ
）

山
岸
　
一
大
・
徐
　
逸
芳
さ
ん

　
　
　
　
　
（
片
桐
由
・
は
ば
）

人ロの動き

　男　　2，081人　　（一7人）

　女2，204人（一4人）
　計4，285人（一11人）
世帯数　1，489世帯（4世帯）

　出生　1人　　死亡　3人
　転入　8人　　転出　17人
　　　　（14年7月末日現在）
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町の行事予定（8・9月） 器知馨『琶・
ll休）

▲

22休）

糖尿病予防教室総合センター13：30～
戦没者慰霊祭少林寺9二〇〇～

教育長杯争奪ゲートボール大会町民グランド9＝00～

ウ彫： 一　　　■ 暑 　　　＝1」．▼　　■ －

23囲
心配ごと相談ディザービスセンター9：00～
処暑

㊧＠翻腕己翻㊧世

　　　　　ごみ便利帳をよく

馨鰯馨…
楽しい映写会松代町図書館13二30～

’ミ蛙◇ウ

26（月）

27（火）

28（水）

◎次の点に気をつけてごみを出してください

　1．暑い季節を迎え水分の多いごみが増えています．ごみはしっ

　　　かり水切りをして、ルールを守って出してください。

　2．資源物を出すときは、収集カレンダー・

　　　見て間違えのないように分別して、『ラベルや汚れなどをとっ

　　　て』きれいにして出してください。

　3．ごみ収集作業中に発火事故が発生しています．スプレー缶

　　　は穴を開けて、鉄・アルミ類の収集日に出してください．

◎祝日及び振替休日も『燃やすごみ』の収集を行います

　9月から月・火・木・金曜目が祝目又は振替休日の場合でも『燃

　やすごみ』の収集を行います．ただし、燃やすごみ以外の資源

　物や埋立てごみについては、これまでと同様収集を休みます．

　燃やすごみの収集日については、地区ごとに月・木または火・

　金となっており、収集するのはそれぞれの曜日に当たっている

　地区だけとなりますので、注意してください。（表参照）

　※12月31日～1月3日は燃やすごみも含め全ての収集を休み

　ます。

29休）

小中学校始業式

健志会総合センター9＝00～
松寿大学公開講座総合センター13＝30～

30團 心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

謎鰹’防災の日

2（月） ワークショップ作品展示会ふるさと会館（14日まで）

3（火）

4（水） アルコール相談会在宅介護支援センター13＝30～ 祝日又は振替休日 『燃やすごみ』収集地区

5休） 9月16日（月）・23日（月）

10月14目（月）・11月4日（月）

12月23目（月）・　1月13日（月）

松代・小屋丸・池之畑・下山・会

沢・清水・桐山・蓬平・東山・海

老・田野倉・仙納・莇平・寺田・

名平・蒲生・儀明

6囲 心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～

藝鶴

嚢霧

轟灘

9（月）

2月11日ψ℃

3月21日團

小荒戸・太平・菅刈・田沢・千年・

池尻・犬伏・孟地・片桐山・滝沢・

中子・苧島・福島・奈良立・室野・

竹所・峠・木和田原

毫嚢中学校体育祭

　　白露
　　町民バスケットボール大会総合体育館9＝00～

10（火）
中学校郡わたしの主張大会
三種混合予防接種総合センター13二30～ 問い合わせ：十日町地域衛生施設組合　電話0257－52－3924

11㈱

12休） すくすく教室松代保育園9二〇〇～ 調糧邑暑σ π
・ ・σよる醐談

13囲
中学校郡新人陸上大会
心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

17（火）

相談電話025－285－4165（新潟ユニゾンプラザ3F）

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々

が抱える悩みごとや心配ごとの相談を無料でお受けしています。

（8月から9月の日程は次のとおりです。）

灘灘　ほくほくの里敬老会

　　敬老の日

　　振替休日
’　離隠　寝 相談の種類 相談時間 8　月 9　月

小学校郡陸上大会

よろず相談
毎週月曜日から金曜目　9時～17時
　　　　（土日祝日は除く）18体）

19休）
専門相談（予め予約が必要です）

法　　　律 13：30～16：00
5・12・19・

22・26
2・9・30

20團
小学校芸能教室
心配ごと相談ディサービスセンター9：00～

詣≡　▼． 医　　　療 13：30～15：30 7 4
大地の芸術祭に向け、各地域でワークショップが開か

れています。「ワークショップ」を直訳すると作業場とか

研究会という意味になりますが、芸術祭関連では、「一つ

のテーマに、複数の人が協働で創造する」ということにな

りそうです。「協働で創る」芸術を身近に感じることが、

理解を深める近道ではないでしょうか。　　　　　⑱

痴　　　呆 14：00～16：00 21 18

年金・保険 13：30～15：30 6 3
税　　　金 10：00～12：00 9 13

健康・介護 10：00～16：00 8 12

｛ド圓：：　　　　　　　　　　㊧＠翻腕達簸鍛四㊧世

◎次の点に気をつけてごみを出してください

　1．暑い季節を迎え水分の多いごみが増えています．ごみはしっ

　　　かり水切りをして、ルールを守って出してください。

　2．資源物を出すときは、収集カレンダー・ごみ便利帳をよく

　　　見て間違えのないように分別して、『ラベルや汚れなどをとっ

　　　て』きれいにして出してください。

　3．ごみ収集作業中に発火事故が発生しています．スプレー缶

　　　は穴を開けて、鉄・アルミ類の収集日に出してください．

◎祝日及び振替休日も『燃やすごみ』の収集を行います

　9月から月・火・木・金曜目が祝目又は振替休日の場合でも『燃

　やすごみ』の収集を行います．ただし、燃やすごみ以外の資源

　物や埋立てごみについては、これまでと同様収集を休みます．

　燃やすごみの収集日については、地区ごとに月・木または火・

　金となっており、収集するのはそれぞれの曜日に当たっている

　地区だけとなりますので、注意してください。（表参照）

　※12月31日～1月3日は燃やすごみも含め全ての収集を休み

　ます。

問い合わせ：十日町地域衛生施設組合 電話0257－52－3924

　　　　醗邑暑＠繭＠よる醐談
相談電話025－285－4165（新潟ユニゾンプラザ3F）

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々

が抱える悩みごとや心配ごとの相談を無料でお受けしています。

（8月から9月の日程は次のとおりです。）

”1　　　　▼　■

大地の芸術祭に向け、各地域でワークショップが開か

れています。「ワークショップ」を直訳すると作業場とか

研究会という意味になりますが、芸術祭関連では、「一つ

のテーマに、複数の人が協働で創造する」ということにな

りそうです。「協働で創る」芸術を身近に感じることが、

理解を深める近道ではないでしょうか。　　　　　　⑱
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　入賞作品から

西潟　浩平さん（福島）

　　（雅号：西潟白舟）

“韓愈の詩”

　　（入賞）

　
「
新
し
い
も
の
へ
の
挑
戦
」
二
つ
と
同

じ
も
の
の
な
い
作
品
の
中
で
、
こ
の
こ

と
を
常
に
心
掛
け
て
筆
を
持
つ
そ
う
で

す
．　

今
年
度
の
県
展
で
8
回
目
の
入
選
を

果
た
し
た
西
潟
さ
ん
は
、
今
ま
で
は
技

巧
を
重
ん
じ
な
が
ら
作
品
創
り
を
心
掛

け
て
き
ま
し
た
が
、
「
伝
統
に
固
執
し
て

い
る
と
新
し
い
感
性
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
」

と
個
性
を
紙
面
に
ぶ
っ
つ
け
ま
す
．

　
最
近
、
仮
名
混
じ
り
の
調
和
体
作
品

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す

が
、
昔
の
ま
ま
の
書
き
方

で
は
な
く
、
そ
こ
に
何
か

新
し
い
感
性
を
現
し
た
い

と
、
今
回
の
漢
字
作
品
は

一
本
の
竹
の
先
を
毛
の
よ

う
に
細
く
割
い
た
「
竹
筆
」

を
使
っ
て
書
い
た
そ
う
で

す
．

　
「
竹
筆
の
持
つ
特
性
を

生
か
し
、

強
弱
を
つ
け
な
が
ら
紙
面
を
構
成
し
ま

し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
違
っ

た
技
法
で
作
品
創
り
を
手
掛
け
た
西
潟

さ
ん
。
こ
の
作
品
も
5
0
枚
ほ
ど
書
い
た

中
の
一
枚
だ
そ
う
で
す
．
「
入
選
で
き
た

の
は
運
が
良
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
唐
の
詩
人
で
信
念
硬
骨
の
人
と
し
て

知
ら
れ
た
「
韓
愈
」
の
詩
を
用
い
た
の

も
そ
ん
な
信
念
の
現
れ
で
し
ょ
う
か
。

，
騨
鰯
・
　
　
　
．
嚢
雛
静
灘

麗
翻
難
懸

文
字
に
墨
の
潤
渇
を
与
え
て

鰹麟

劃圖國團囮團匿
　
今
回
は
、
毎
月
の
広
報
で
お
な
じ

み
の
松
代
町
短
歌
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
短
歌
会
（
代
表
石
野
　
勝
さ

ん
）
は
、
毎
月
一
度
、
日
ご
ろ
会
の
皆

さ
ん
が
詠
ん
だ
歌
を
持
ち
寄
り
合
評
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
1
5
日
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は

5
人
の
会
員
の
皆
さ
ん
。
一
人
2
～
3

首
の
歌
を
詠
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
一

字
一
句
を
全
員
で
吟
味
し
な
が
ら
歌
に

研
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
作
っ
た
短
歌
の
す
き
を
突
か

れ
る
の
が
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
こ
の

日
出
席
し
て
い
た
柳
コ
メ
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
五
七
五
七
七
の
決
め
ら
れ
た
型
の
中

に
、
誰
も
が
一
目
瞭
然
に
情
景
を
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
語
句

を
探
り
な
が
ら
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

　
「
短
歌
に
季
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
叙
情

や
情
景
、
季
節
感
を
擬
人
・
比
喩
を
用

い
て
表
現
す
る
の
で
す
」
と
本
山
祖
道

さ
ん
は
短
歌
の
手
法
を
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、
石
野
さ
ん
は
「
移
り
ゆ
く
季

節
や
年
々
変
わ
る
社
会
の
中
で
、
そ
の

変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
れ
る
澄
ん
だ
視

線
で
捕
ら
え
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
す
」

と
自
身
の
短
歌
へ
の
姿
勢
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
7
年
か
ら
毎
月
開
い
て
い
る
こ

の
松
代
町
短
歌
会
。
お
互
い
に
出
し
合
っ

た
作
品
を
選
歌
し
な
が
ら
得
票
の
多
い

歌
を
毎
月
の
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
松
代
町
短
歌
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
．
経
験
が
な
く
て
も

大
歓
迎
！
　
貴
方
の
新
し
い
感
性
を
短

歌
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
ご
希
望
の
方
は

代
表
石
野
勝
（
皿
8
－
2
1
6
3
）
ま
で合評会の様子
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